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＜序章＞ 

私はこれまで，学校の運動部活動としてソフト

ボール，バレーボール、サッカーという戦術のタイ

プが異なるボールゲームを経験してきた．これら

の経験を通じて，ボールゲームにおける分類の仕

方，すなわちボールゲームの領域構成に強い興

味を持った．また，学校体育においてボールゲー

ムは子どもたちに人気がある運動種目だが，その

種目選択はワンパターンになりがちであり，教科

内容の体系づけがなされていないのではないかと

いう疑問を抱いた．そこで，ボールゲームを学校

体育という範囲に焦点化して学習指導要領にお

ける内容構成に関連付けながら，様々な特性や

条件からボールゲームを分類ならびに整理して，

現在の領域構成のあり方について検討し，どのよ

うな分類基準が適切であるかについて考察して

いきたいと考えた． 

そこで本研究では，学習指導要領におけるボ

ールゲームの内容構成の変遷を基盤として，研

究を進めていく．また，あらゆる分類を調査・検討

し，今後の学校体育におけるボールゲームの教

科内容の体系化を踏まえたカリキュラム編成，及

びそれを実現していくための効果的な分類基準

を考察するということを目的とする． 

研究の方法については，戦後から現在までの

学習指導要領の変遷をたどっていき，その特性

や傾向などを考察していく．また，学習指導要領

の変遷を見ていく中で，（保健）体育科の目標な

らびに内容構成についてもまとめていく．さらに，

Werner と Almond に よ る 「 Models of Games 

Education」（１９９０）を通して，英語圏におけるボ

ールゲームの運動領域論についても検討する． 

これらを通して，学校体育で適用されるボール

ゲームの分類を見直し，２００８年の３月に告示さ

れた学習指導要領と照合することでこれからの学

校体育におけるボールゲームのカリキュラムにつ

いて検討していく． 

 

＜第１章＞ 

戦後の学習指導要領に示された（保健）体育

科の基本的性格や目的・目標を取り上げ，その

変化の過程をまとめた．社会的ニーズの変化にと

もなって，重点目標に大きな変化がみられる．（保

健）体育科の目的・目標論は，運動の手段的価

値から運動目的論へと移ってきたのである． 

 

＜第２章＞ 

諸外国におけるボールゲームの分類論につい

て取り上げ，カリキュラム編成を行う際の体系的な

選 択 方 法 を い く つ か 紹 介 し た ． Mauldon と

Redfern による技術・技能的要素に着目した分類

体系，Ellis による技術的要素に加えて，戦術・戦

略 的 要 素 を 盛 り 込 ん だ 分 類 体 系 ， Thorpe と

Bunker，Almond による，戦術・戦略的要素に着

目した発展的な分類体系の３つである．Thorpe と

Bunker，Almond の分類論は，新学習指導要領

におけるボールゲームの分類の仕方にきわめて

類似しており，系統的な学習および効果的な種

目選択および系統的な指導・学習が期待できる

こととなった． 

 

＜第３章＞ 



新学習指導要領は２００８（平成２０）年に小学

校、中学校について告示された．その改訂の背

景をあげるとともに，ボールゲーム領域における

変更点，またそのカリキュラム編成について検討

した．種目固有の技能ではなく攻守の特徴（類似

性・異質性）や「型」に共通する動きや技能を系

統的に身につけるという視点から種 目を整理し

「ゴール型ゲーム」，「ネット型ゲーム」，および「ベ

ースボール型ゲーム」という分類体系が適用され

たことにより，学習内容が明確化され，カリキュラ

ムの組み方 が多様化した． 

 

＜結章＞ 

様々な特性や条件からボールゲームを検討し，

学校体育における領域構成のあり方および適正

な分類基準について考察してきたが，２００８（平

成２０）年に告示された新学習指導要領によって，

ボールゲームの教科内容の体系化を踏まえたカ

リキュラム編成を見込むことができるようになるだ

ろう．運動の基礎・基本を培った上で，学習者の

自主的・自発的な体育授業を展開していき，その

上で楽しい体育をめざす，ということが実現してい

くことを望み，本研究のまとめとする． 

 

 


